
生徒自らが考え､判断する能力を育成するために､新聞を

1.実践の概要
(1) NIEコーナーの設置
①全校NIEコーナー 生徒校舎壁
･生徒に紹介したい記事を掲示したり､生徒の取り組んだ新聞スクラップの紹介と

して活用

②学年NIEコーナー
各学級から3-4名のNIE委員を選出し､各学年の廊下に学年NIEコーナーを
設け､その日の新聞記事から気になるものをスクラップし掲示した｡また各学年の

NIE新聞の管理を任せた｡
(2)NIE月間とNIE講演会
10月下旬～11月下旬にNIE見聞を設け､金栗洋二郎氏の講演を行った｡
演題 『新聞を読む』

(3)各教科などでの実践

①延金型 (大揮隆教諭)
ラ丁~新聞記事の紹介 3年2クラス (1学期)､1年1クラス (3学期)
順番で新聞記事を紹介しコメントを発表

ィ.長期休業新聞スクラップ 1､2年生全クラス ･･････････資料1
夏休み (15日分以上) 年末年始休業 (5日分以上)
記事を見つけ､ルーズリーフに貼って100字程度のコメントをっける
卓.新聞スクラップ 3年2クラス(2､3学期)､2年2クラス(9月～3月)､1年(3学期)
週に2つ以上の記事をスクラップして提出
工.｢高齢化社会と社会保障｣(3年 公民的分野 7時間扱)
オ.｢株式売買ゲーム｣(3年2クラス 11月下旬 公民的分野 3時間扱)
NIE講演会を受けて､各自100万円を元手に好きな銘柄3程度を買って株価
の推移を追う｡

②3年選択数学 (小池さとみ教諭)
新聞に載った統計グラフを見て､その読み取りと考察を新聞形式にまとめる

資料を読み取る力､資料を再構成してまとめる力の育成に効果があった｡

③学級活動での実践 (宮原弥生教諭､山下雅弘教諭)

短学活での新聞記事の紹介 3年2クラス 2-3学期

1学期社会科で行ったことが学級で引き継ぐ形で行った｡
(4)NIE全国大会への参加と報告会
昨年の仙台大会に引き続き､大阪大会に参加し､その報告会を職員会で行った｡

報告会の事例を参考に､選択数学で社会科や学級以外での実践が試行され､NIEの
新たな分野への可能性を広げることができた｡
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2.新聞の配置と整理
(1) 新聞の配置場所

1､2年は､各学年の廊下に学年NIEコーナーを設置し､9月から2月の7ケ月
間各学年二紙 (10､11月し三紙)を配置｡3年では､2階段登り口に大きな机とイス
(4)を設置して毎月三紙を配置した｡
また､各学年で毎月一紙は､連続して購読できるようにすると共に､全校で毎月五

紙が購読できるように新聞購読計画を作成した｡

1年-信濃毎日新聞 2年-･毎日新聞 3年-朝日新聞
(2)新聞の整理

各学年のNIE委員が中心となって､新聞記事の紹介や新聞の整理を行う｡ また､
校務分掌に特設のNIE委員会を設け､各学年 1名の職員が生徒の指導に当たると共
に､新聞の保管や整理を行った｡
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3.実践例
(1) 夏休みの課題

｢新聞スクラップ｣

一 中1､2年
4クラス ー
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(生徒の感想2)

･･あんな細かい字を読んでいたら飽きてくると思っていた｡それに､自分で読むのは大変だし､

いっも家ではニュースがついているし､あんまり読まなくてもいいと思っていた｡ しかし､この23日

間新聞に目を通すと､テレビでは報道しないような情報があると思う｡昔に比べるとカラー印刷され

た写真もあり､見やすくなっている｡信毎だと地元の知らないこともわかる｡ 日本にはテレビや新聞

など情報量は世界一多い､それは情報生産大国だといえる｡新 しい知識をえるには本以外の新聞は､

伝える時間はかかるが､記録という点で優れているからついでも読める｡新聞を読んでいると24時間
日本か世界のどこかで起こっていることがわかる｡これから更に社会問題などが増えるし､それらを

知るには新聞は視野を広げる上でも私生活に欠かせないものだと思う｡できごとを伝える活字メディ

アだと言える｡これからも新聞に目を通して知識を深めたい｡ (宮下智明)

最初に思ったことは､思ったより｢楽しい｣でした｡新聞を読むのもおもしろかったし､気に入っ

た記事を探して切り取るのもおもしろかったけど､何よりも､コメントを書くのが一番楽しかった｡

社会という大それたものに､自分の思ったことをパンパン言えて､すっきりした｡何かよくわからな

いけど､気分的にも楽しかった｡ ･･生まれてから現在まで､こんなにも新聞を読んだことが全くな

い上､案外おもしろいと言うことがわかったので､暇を見て新聞を読んでみようと思う｡

(堀内加奈子)
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(成果)

○テーマを決めてもよし､決めなくてもよいと自由にしたことで､新聞に触れることの
少なかった中学生に新聞を読む機会を与え､新聞を新たな情報源として気づかせてい

く.のに大きな効果があった｡また､生徒達は自由に感想を記述することで､記事を元

に自分で考えるきっかけとなった｡

○生徒達が自分で考えたり､自分の考えを発表する機会を求めていたことに気づかされ､
その場を十分に与えないまま､その能力を引き出せなかった教師としての自分に気づ

かされた｡

○この後 2-3学期にかけて新聞スクラップを継続 していくきっかけになり､生徒が自
ら考える習慣がっていきたように思う｡

(2)社会科3年公民的分野 『高齢化社会と老人福祉 』 9月～10月 (別紙資料1､2投書)
(実践時期の選定)

① 来年度の介護保険制度の導入と｢敬老の日｣を控え､各紙に高齢化社会や老人問

題に関わる記事が取りあげられやすい｡

② 文化祭での村内の特別養護老人ホームのお年寄り招待を控え､生徒達の関心も高い｡

③ 新聞が学校に配置されるようになり､生徒達が新聞からの情報を得やすい｡

(単元展開案)
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2.学習問題

高齢者の介護 はどうすればいいのか

学習課題

補助資料③ ｢お年寄りのための福祉のし

おり｣(育木村在宅介護支援センター)

補助資料④ ｢老人の世話は誰がみるか｣

(全校アンケート､新聞記事)

自分 の親が要介護 にな ったとき､ あなたはど シュミレーション

(3) 家族会議 を開 き､それぞれの立場か らどうすればいいかを考え る

(長男 の立場)

自分は会社があるので

妻に面倒をみてもらう

妻にはパートの仕事を辞めてもらう

会社が休みの時は自分も見る

(長男の妻 の立場)

結局自分がやることになると思う

パートの仕事もあるし､夫や子どもにも手

伝ってもらう

家計のことを考えるパートは辞められない

子どもの面倒もみなければならないし

施設 の利用 も考えな くてはいけない 施設 に入れた方がいいか も

(4) 家族会議 の意見 も参考 に､ それぞれが介護 プランを作 ってみよ う

在宅介護を中心として､福祉サービスを活用

○妻にはパートを辞めてもらう

○妻のパートは続ける

デイサービス､ショートステイも活用

○家計の切りつめも必要

○家の中の改築も必要になる

階段､廊下の手すり､ トイレなど

(5)プランを実施 していく上で､障害 となることは?

施設入所での施設介護を中心

○安心できる

○費用が心配

○すぐに入所できるか

○出来るだけ会いにゆく

*小林さんの助言を受けて介護プランを修正する

◎介護プランを作ってみての疑問や新たに知りたい情報をお聞きする

◎青木村の介護福祉サービスの現状や考え方､課題などをお聞きする

4.国の社会保障制度や老人福祉制度 についてまとめてみよ う
○各自の介護プランを作り直してみる｡ ○各制度の大要と老人福祉制度をまとめる

○財政問題を中心に高齢化社会の進展の課題について考える

5.高齢化社会に向けての自分の関わり､本単元の学習で考えたり学ん

*新聞社投稿欄への投稿 (NIE)

信濃毎日新聞｢建設標｣へ投書を書く

*ラポートあおきお年寄りとの今後の交流を考える
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(授業での新聞記事を活用 した場面での生徒の動きと考察)

新聞記事か ら高齢化社会の進展をとらえ､老人介護が問題になって くることをっか

んでいった生徒

毎 日新聞か ら全国の高齢者の数値を

信濃毎 日新聞か ら長野県の高齢者の数値を

青木村在宅介護支援センターの資料か ら青木村の数値を

読みとり感想を発表させた｡

｢高齢化の進展をどう思 うか ｣

2116万人 16.7% 1/6

46万人 20.8% 1/5

pl:日本の高齢化率を知っての驚きよりも､長野県の高齢化率よりも青木村が高いことを知っ
て驚いた｡これから当然高齢化率が高くなると思うけど､それだけ長生きしているひとが
たくさんいて､いいこだと思う｡

p2:高齢者が増えてもいいと思う｡ 人口も減らなくてもいい｡でも､年金がきつくなり､今の
若者も苦労しそう｡

p3:元気なと年寄りが増えることはいいことかもしれないが､子どもが減っていて､医療機器
など発達している今､日本はこれからも高齢化が進み､だんだん問題がでてくると思う｡

p4:自分のおじいちゃん､おばあちゃんには長生きしてほしいし､自分ももっと長生きしたい
と思う｡ 長生きが増えたととらえればうれしいが､養ってもらわなければいけない､ある
いは介護を必要とする存在が増えるというのは問題があるのでは･･･

p5:(私の家もそうだけど)高齢者の介護するようになったら､介護所も必要になるので､こ
れからどうなるか?心配

《考察≫

思 った以上に生徒は高齢化社会への関心を持っており､ ｢年金 ｣｢医療費 ｣など
の財政を心配する感想 もあった｡ しか し､多 くは｢介護 ｣へ目を向け､介護への不

安を訴える生徒が多かった｡

◎新聞記事 ｢77歳､双子の姉妹の遺体発見｣(産経新聞)を読んで､

p6:福祉センターに入ってそれで介護をすれば大丈夫だったかもしれない｡
p7:なぜ老人ホ-ムには入れないだろう､そういうのは国の責任だ｡
p8:近所の人や家族はどうしていたのか｡
p9:｢うっそう!｣と思うより､｢あり得る｣と思えた｡｢何か対策が必要だ｣

資料 読売新聞記事か ら､全国の高齢者世帯の

数をよみとらせる

青木村の高齢者世帯 (奉仕員会作成)

家族の面倒をみてやれなかったのか
高齢者だけの生活は危険だ｡

全国の一人暮らし 242万世帯
高齢者だ.け世帯 349万世帯

《考察≫

この事件を特別な事例 としてとらえるのではなく､どこでも起 こりうるもの､青

木村でも起 こりうるものとしてとらえられるようにするため､青木村の高齢者世帯

の推移を提示 して配慮 したことで､自分たちの身近な問題 として老人福祉をとらえ

ることができた｡
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(2) 学習して考えたことや学んだことを新聞への投書で堂々と訴え始めた生徒たち

投書のテーマ例 ｢老人介護について考える｣｢ボランティア活動から｣
｢高齢化社会について考える｣｢私の老後｣など

社会科の授業での感想を中心に書いた生徒が多かったが､これまでの自分のボラン

ティアや高齢者への関わりを見返して主張した生徒も多かった｡また､投書という形

をとったことで､生徒の出筆意欲もわいたようで､ほとんどの生徒が自分の主張とし

てまとめることができた｡

(計7名の生徒の投書が採用され､10月～11月にかけて掲載された｡また2名のお年

寄りからの反響も寄せられた)

(実践しての成果と課題)

(1)生徒にとっての身近な自分たちの問題として｢老人福祉｣を考えるために新聞記事
が大きな効果を上げた｡新聞は現在の情報であり､生徒に｢現実｣の問題として意識

させる上で大きな効果がある｡

また､NIE実践校として5紙の新聞が提供されていた時期であり､各社の新聞杏

効果的に活用することができた｡

(2)シュミレーションを取り入れることで､介護に対する生徒の意志決定を迫ると共に､
生徒の現在の認識を自分で見っめる機会とすることができた｡この活動を通して､よ

り自分の問題として老人介護の問題に迫ることができた｡ただ､シュミレーションだ

けでは､介護プランの操作だけに終わってしまう危険性があり､そこに介護の現場に

関わる職員の指導を入れたことで､机上の空論ではない生きた人間として高齢者の介

護へと生徒の視野を広げることができ､介護問題をより切実な自分の問題としてとら

えることができた｡また､介護する立場の人たち､被介護のお年寄り､自治体や行政

のねがいなどとの共感力を高めることに有効であった｡また､この学習を通して｢昨

日お母さんと1時間も話した｣といった声が聞こえたり､ある生徒は｢今この学習に

夢中で取り組んでいる｣と書いてくるなど副次的な効果もあった｡

(3) 単元の学習のまとめとして新聞社への｢投書｣に取り組んでみたが､生徒がこれま

でのこの単元での学習とこれまでの自身の体験を元に自己の考えを主張することがで

き､学習の定着の上でも大きな効果があった｡また､これまで｢井の中の蛙｣的であっ

た青木中の生徒達は､投書したことが掲載されたことで自分で考えると言うことに自

信を持ち､更に反響が掲載されたことで､教室内の学習にとどまらず現実の社会との

接点を持って学習することができた｡

(4) この単元を通して､私自身が生徒と共に学ばせてもらった｡単なる情報の伝達や知

識の定着に終始しがちな公民の授業で､生徒と共に高齢者介護を考え､私自身の視野

も広がったように思う｡

(5) 高齢化社会の問題は､国の財政問題､地方分権､_女性の社会進出､労働問題などと

のつながりもあり､社会科の学習の中でどう位置づけていくのか?また､ボランティ

ア活動など実践化へのつながりもあり､総合的な学習へとつながっていく面が強いよ

うに思う｡ 3年の公民の授業での扱いとの関連が課題となっていく｡
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(3)選択数学3年 2学期実践 (資料3.生徒の作品)

ONIE大阪大会で紹介された､大阪府茨木市立太田中学校の実践例を参考にした｡

○生徒の統計グラフや統計表の読みとる力を定着させると共に､資料の再構成して自
分の主張を取り入れて新聞形式にまとめる力を養うことをねらいとした｡

(生徒が取り入れたグラフ)

･大学生の｢学力低下 ｣､ ｢学力低下を感じる点｣､ ｢補習授業実施の大学 ｣

･｢宿命の病｣肩こり ･｢小麦の収穫量と政府買い入れ価格 ｣

･｢米国産大豆先物価格の推移｣ ･｢学級崩壊｣｢学級崩壊の要因｣
･｢長野県冬の平均気温｣ ･｢相続税の課税状況の推移 ｣

･｢人口10万人あたりの結核り患率の変化｣ など
(成果や感想)

①現実に起こっている問題や課題を資料 (グラフなど)をもとにとらえ､自分で考

えようとする姿勢が見られた｡また､まとめにあたって､新聞記事の見出しや活

字を活用するなど新たな表現手段を取り入れる力が付いてきたように思える｡

②自分達が自由に切り抜きできる新聞があったことで､学習が比較的スムーズに進

められた｡

③生徒の取りあげた話題を見ると

(4)生徒会奉仕委員会
①ユニセフ｢コソボ緊急募金｣活動 4月

朝日新聞の記事を元に､ユニセフ緊急募金を前倒しで実施｡委員会で資料を作成､

各クラスに新聞記事を掲示し､募金活動を行った｡

②文化祭への展示

高齢化社会や老人福祉に関わる記事をスクラップし､模造紙にまとめて文化祭で

展示｡
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信濃毎日新聞 ｢建設標｣(投書欄)に掲載された三年生の声

10月20日 ㈹ 10月23日 h(土) 10月25日 (月)
日日日日‖HrIIlHHHH日日lHH‖l‖HI日日IJHHIJl日日日日 lJH日日日日ltHl日日日日日日H日日川日日川日日日日日日日日lHJr lHH川HHHHlHHHIHJIMllllH日日lJH‖HlIH‖llJ日日‖

介
護
の
本
当
の

目
的

自
立
支
援

学
校
行
事
の

一
環
で

あ
る
老
人
施
設
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
行
き
ま
し

た
｡
車
い
す
に
乗

っ
た

お
ば
あ
さ
ん
が
'

一
人

で
部
屋
に
向
か

っ
て
い

た
の
で
､
手
伝

っ
て
あ

げ
ま
し
た
｡
し
か
し
､

部
屋
の
場
所
を
脚
い
て

も
答
え
て
く
れ
な
い
の

で
す
｡

部
屋

の
前

に
来

る

と
､
お
ば
あ
さ
ん
は

一

人
で
部
屋
の
中
に
入

っ

て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
｡
僕
は
た
だ
､
ぽ
つ

ん
と
立

っ
て
い
ま
し

た
｡
そ
し
て

｢
1
人
で

行
き
た
い
な
ら
､
手
伝

わ
な
く
ち

ゃ
よ
か

っ

た
｣と
､恩
い
ま
し
た
｡

数
日
後
､
社
会
科
の

授
業
で
高
齢
化
社
会
や

老
人
福
祉
の
こ
と
な
ど

を
勉
強
し
ま
し
た
｡
そ

の
中
で

一
番
印
象
に
残

っ
た
こ
と
は
､

｢介
護

の
目
的
｣
で
し
た
｡
今

ま
で
介
護
の
目
的
は
'

老
人
の
方
々
を
助
け
る

た
め
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
'
本
当
の
目
的
は

｢自
立
支
援
｣
だ
と
知

.1リ
ま
し
た
｡

僕

は

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
時
'
な
ぜ
あ
ん

な
こ
と
を
考
え
て
し
ま

っ
た
ん
だ
と
'
今
'
後

悔
し
て
い
ま
す
｡
な
ぜ

あ
の
時
､
お
ば
あ
さ
ん

の
気
持
ち
に
嶺
つつ
い
て

あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の

か
｡

｢手
伝
っ
て
あ
げ

る
｣
と
い
う
よ
う
な
気

持
ち
だ

っ
た
か
ら
､
そ

う
考
え
て
し
ま
っ
た
の

で
し
ょ
う
｡

こ
れ
か
ら
は
老
人
の

方
々
の
気
持
ち
を
理
解

し
'

｢自
立
支
援
｣
の

た
め
に
と
い
う
考
え
を

頑
に
焼
き
付
け
て
活
動

し
て
い
き
た
い
｡

小
県
郡
宮
原

智
之

15

(中
学
生
)

介
護
に
意
識
差

妻
の
負
担
心
配

私
は
今
､
生
徒
会
の

奉
仕
委
員
会
に
入
っ
て

い
ま
す
｡
主
な
活
動
は

地
域
に
あ
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
お
年
寄

り
と
の
交
流
で
す
｡
お

年
寄
り
と
接
す
る
中
で

老
人
福
祉
に
つ
い
て
関

心
が
高
ま
り
'
先
日
の

学
校
祭
で
は
自
分
た
ち

で
調
べ
'
ま
と
め
た
物

を
展
示
し
ま
し
た
｡

そ
の
中
で
全
校
ア
ン

ケ
ー
ー
を
実
施
し
ま
し

た
｡
私
が
気
に
な

っ
た

の
は
'
老
人
介
護
に
つ

い
て
男
子
と
女
子
の
意

識
の
差
が
は
っ
き
り
示

さ
れ
た
こ
と
で
す
｡

例
え
ば
'

｢お
年
寄

り
の
世
話
は
だ
れ
が
す

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す

か
｣
と
い
う
問
い
に
対

し
'

｢家
で
家
族
が
す

る
べ
き
｣
男
子
三
三
%
'

女
子
三
九
%
｡

｢施
設

に
ま
か
せ
た
方
が

い

い
｣
男
子
二
三
%
､
女

子
三
%
で
し
た
｡

も
し
も
同
居
す
る
親

の
介
護
が
必
要
に
な

っ

た
ら
､
私
た
ち
は
ど
う

す
る
の
で
し
ょ
う
か
｡

結
局
､
家
で
み
た
万
が

い
い
と
主
張
す
る
妻
に

介
護
や
家
事
の
負
担
が

か
か
り
過
ぎ
て
'
病
気

に
な
っ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
｡
こ
れ
で

は
介
護
さ
れ
る
側
の
方

も

つ
ら
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
｡

そ
こ
で
私
は
地
域
に

あ
る
在
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
樹
海
的
に
利
用
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
｡

私
の
村
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
'

調
べ
て
み
る
と
'
家
族

の

一
人
だ
け
に
負
担
が

か
か
ら
な
い
方
法
が
い

く
ら
で
も
探
せ
そ
う
で

し
た
｡

小
県
郡
増
田

麻
糸

15

(中
学
生
)

社
会
科
授
業
で

介
護
の
プ
ラ
ン

社
会
科

の
授
業

で

｢高
齢
化
社
会
と
老
人

福
祉
｣
と
い
う
題
で
勉

強
を
し
て
き
た
.
そ
の

な
か
で
､
将
来
自
分
の

親
が
介
護
を
必
要
と
す

る
よ
う
に
な

っ
た
時
､

ど
の
よ
う
に
し
た
い
の

か
'
各
自
'
介
護
プ
ラ

ン
を
立
て
て
み
た
｡

〟長
男
の
嫁
″

と
い

う
立
場
で
考
え
る
こ
と

に
な
り
､
私
は
､
実
の

親
で
は
な
い
の
で
､
ど

う
し
よ
う
か
と
迷

っ
た

が
､
結
局
､
在
宅
介
護

に
決
め
た
｡
施
設
に
入

る
よ
り
住
み
慣
れ
た
家

で
暮
ら
す
方
が
､
良
い

と
思
っ
た
か
ら
だ
｡

し
か
し
､
疑
問
も
あ

っ
た
C
在
宅
で
と
な
る

と
'
長
男
の
妻
は
仕
事

を
や
め
て
'
介
護
を
す

る
べ
き
な
の
か
-
｡

在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
I
の
方
が
授
業
に
お

見
え
に
な
り
'
こ
ん
な

話
を
し
て
く
だ
さ

っ

た
｡
理
想
と
し
て
は
在

宅
福
祉
だ
か
､
家
族
の

中
で
だ
れ

一
人
と
し
て

犠
牲
に
な
っ
て
は
な
ら

な
い
o
お
年
寄
り
の
意

見
を
尊
重
し
な
が
ら
'

よ
-
話
し
合
い
'
そ
の

家
庭
に
合

っ
た
プ
ラ
ン

を
立
て
る
べ
き
だ
｡
良

質
で
安
い
地
域
の
サ
ー

ビ
ス
を
使
う
こ
と
も

一

つ
の
方
法
だ
､
と
｡

そ
れ
ま
で
私
は
'
在

宅
介
護
は
家
族
だ
け
で

す
る
も
の
だ
と
考
え
て

い
た
Q
地
域
の
サ
ー
ビ

ス
も
利
用
で
き
る
と
聞

き
'少
し
ほ
っ
と
し
た
｡

少
子
高
齢
化
と
い
わ

れ
る
時
代
に
お
い
て
､

介
護
を
専
門
の
仕
事
と

し
､
国
民
を
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
い
く
体
制
が

必
要
だ
と
思
う
｡

小
県
郡
原
田

史

14

(中
学
生
)

10月28日 休) 10月30日 仕)
llHHJl‖HHHlU日日日日日日日日日日日日‖HHH日日l日日‖HIlHl日日日日=l日日日日HIl日日日日日日日 日‖IJHll=HHlH日日=b‖HIlHllHHl=IHllHHH‖HHJ日日日日‖JHHHllHlHll日日日日日日I

初
め
て
知
っ
た

高
齢
者
の
苦
労

母
は
障
害
者
施
設
で

働
い
て
い
る
｡
た
ま
た

ま
施
設
へ
手
伝
い
に
行

っ
た
と
き
'
お
年
寄
り

の
苦
労
を
知
る

〟体
験

学
習
″

の
よ
う
な
こ
と

が
行
わ

れ
て
い
て
'
私

は
し
ば
ら
く
そ
の
様
子

を
見
て
い
た
｡

体

に
お
も
り
を

つ

け
､
服
に
も
入
れ
る
｡

耳
栓
を
し
､
目
に
は
黄

色

っ
ぽ
い
眼
鏡
O
そ
の

格
好
で
廊
下
を
歩
き
､

テ
レ
ビ
を
見
､
い
す
に

座
り
へ
新
聞
を
見
る
の

だ
｡
日
常
生
活
で
何
気

な
-
や
っ
て
い
る
動
作

だ
が
へ
体
験
者
た
ち
の

が
重
い
｡
テ
レ
ビ
も
私

様
子
は
'
私
と
は
連

っ

に
は
う
る
さ
い
く
ら
い

て
い
た
｡

の
大
音
量
｡
い
す
も
体

廊
下
を
歩
-
足
取
り

が
沈
ん
で
立
ち
上
が
り

-
ロ
ボ
ッ
ト

(東
京
都
･
1
3
6
)

に
く
い
ソ
フ
ァ
ー
よ
り

硬
い
方
が

い
い
と

い

う
｡
眼
鏡
の
せ
い
な
の

か
､
新
佃
も
読
み
に
く

そ
う
だ

っ
た
｡
こ
れ
が

お
年
寄
り
の
日
常
な
の

だ
｡
私
は
こ
の
時
､
初

め
て
お
年
寄
り
の
苦
労

を
知
っ
た
｡

高
齢
化
の
進
む
中
'

私
た
ち
ほ
ど
の
く
ら
い

お
年
寄
り
の
苦
労
を
知

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
｡

ど
う
按
す
れ
ば
い
い
の

だ
ろ
う
｡
こ
の
間
題
は

l
人
ひ
と
り
が
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
す

ぐ
身
近
に
あ
る
問
題
な

の
だ
か
ら
｡

小
県
郡
室
賀

美
香

15

(中
学
生
)

福
祉
体
験
学
習

気
付
い
た
こ
と

村
内
に
あ
る
老
人
福

祉
施
設
へ
体
験
学
習
に

行

っ
た
｡
車
い
す
で
施

設
を

7
周
す
る
散
歩
を

し
て
い
た
時
の
こ
と
｡

お
ば
あ
さ
ん
が
､
こ
う

言
っ
た
｡

｢な
に
'
人

の
顔
見
て
笑

っ
て
る
ん

だ
｣
｡
私
は

一
群
､
な
に
が

な
ん
だ
か
分
か
ら
な
か

っ
た
｡
け
れ
ど
､
や
っ

と
､
お
ば
あ
さ
ん
の
気

持
ち
が
分
か
っ
た
｡

私
は

l
生
懸
命
'
そ

の
お
ば
あ
さ
ん
に
話
し

か
け
て
い
た
つ
も
り
だ

っ
た
｡
し
か
し
'
実
際

に
は
私
の
言
葉
は
ま
っ

た
く
伝
わ
っ
て
い
な
か

っ
た
の
だ
｡
そ
の
時
'

な
に
か
分
か

っ
た
よ
う

な
気
が
し
て
､
胸
が
痛

ん
だ
｡
私
は
お
ば
あ
さ
ん
の

出雷や･
｢
回
転
す
し
､
ロ
ボ
ッ
ト
で
自
動
化
｣

帰
り
際
に
手
を
寧
り
れ
た

-
お

客

(長
野
市

･
松
五
郎
)

耳
が
聞
こ
え
な
い
と
い

う
こ
と
に
さ
え
気
付
か

ず
､
た
だ

一
人
で
し
ゃ

べ
っ
て
笑
っ
て
い
た
｡

お
ば
あ
さ
ん
の
気
持
ち

も
考
え
ず
に
-
｡
も
し

自
分
な
ら
'
目
の
前
で

自
分
の
顔
を
見
て
笑
っ

て
い
る
人
が
い
た
ら
'

｢な
に
が
お
か
し
い
の

だ
ろ
う
｣
と
思
い
､
と

て
も
傷
つ
く
だ
ろ
う
.

こ
ん
な
こ
と
が
あ

っ

て
'
私
は
と
て
も
深
く

考
え
さ
せ
ら
れ
た
｡
お

ば
あ
さ
ん
の
気
持
ち
に

な
っ
て
考
え
る
と
い
う

こ
と
｡
そ
れ
が

一
番
大

切
な
ん
だ
な
あ
､
と
恩

い
ま
し
た
｡

小
県
郡
花
見

千
絵

14

(中
学
生
)
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介
護

だ
れ
が
-

新
聞
通
じ
学
ぶ

高
齢
化
社
会
に
つ
い

て
'
新
聞
を
利
用
し
て

授
業
を
進
め
て
い
き
ま

し
た
｡
普
段
読
ま
な
い

と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
'

新
聞
を
読
む
こ
と
に
よ

っ
て
､
自
分
の
知
ら
な

か
っ
た
現
状
が
分
か
り

ま
し
た
｡

日
本
の
六
十
五
歳
以

上
の
人
口
は
二
千
百
十

六
万
人
で
､
六
人
に

1

人
は
高
齢
者
で
あ
り
'

今
後
も
二
〇
四

1
年
ま

で
増
え
る
見
通
し
と
あ

り
ま
し
た
｡
そ
し
て
'

長
野
県
の
高
齢
化
率
は

全
国
的
に
も
高
く
'
自

分
が
住
ん
で
い
る
青
木

村
も
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
と
知
り
'
だ
ん
だ

ん
身
近
な
問
題
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
｡

新
聞
を
見
て
さ
ら
に

び
っ
く
り
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
｡
介
護
を

苦
に
心
中
し
た
と
か
へ

高
齢
者
が
寝
た
き
り
状

態
の
人
の
面
倒
を
み
て

い
て
'
い
つ
の
間
に
か

二
人
と
も
亡
く
な
り
､

気
づ
い
た
時
に
は
U
く

な
っ
て
か
ら
二
十
日
ぐ

ら
い
も
た
っ
て
い
た
と

の
こ
と
で
す
｡

そ
こ
で
､
自
分
た
ち

で
介
護
は
だ
れ
が
し
た

ら
い
い
の
か
考
え
ま
し

た
｡
自
分
は
､
介
護
は

も
っ
と
楽
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
た
け
れ
ど
､

新
聞
を
使
っ
た
授
業
を

適
し
て
､
と
て
も
大
変

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
｡
こ
れ
か
ら
は
､
も

っ
と
身
近
に
感
じ
､
真

剣
に
考
え
よ
う
と
患
い

ま
し
た
｡

小
県
郡
北
村

和
也

15

(中
学
生
)

11月 1日 (月)
‖]HJIHHl日日HlllJIJJfHHIIJllHlllHHllJHHHHlHHHH日日llHHHrJHJH

祖
母
の
よ
う
な

老
後
迎
え
た
い

私
は
将
来
､
自
分
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う

な
老
後
を
迎
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
｡

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
元

気
で
､
週
に
一
度
'
近

所
の
人
た
ち
と
マ
レ
ッ

ー
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
い

ま
す
｡
ほ
か
に
も
温
泉

に
行
っ
た
リ
'
畑
仕
事

を
し
た
り
､
小
学
校
の

同
級
生
と
旅
行
に
行
っ

た
リ
し
て
い
ま
す
｡

私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
'
何
で
も
知
っ
て
い

る
物
知
り
な
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
で
も
あ
り
ま
す
｡

そ
の

一
例
と
し
て
'
梅

雨
の
あ
る
日
'
大
雨
が

降
り
､雷
が
鳴

っ
た
時
､

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
私
に

｢昔
の
人
は
雷
が
鳴
る

と
梅
雨
が
明
け
る
と
い

っ
た
ん
だ
よ
｣
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
｡

私
は
そ
の
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
の
で
'
驚

き
ま
し
た
｡
ま
さ
に
'

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵

袋
で
す
｡
そ
し
て
､
雷

が
鳴
っ
た
次
の
日
､
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
言
っ
た

通
り
､
梅
雨
が
明
け
ま

し
た
｡
本
当
に
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
す
ご
い
な
あ

と
恩
い
ま
し
た
｡

高
齢
化
は
こ
れ
か
ら

も
進
ん
で
い
-
と
患
い

ま
す
｡
そ
の
中
で
も
､

私
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

よ
う
な
元
気
で
､
物
知

り
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

な
れ
れ
ば
い
い
な
あ
と

患
い
ま
す
｡

小
県
郡
片
田

美
穂

14

(中
学
生
)

や
ま
び
こ
月
間
賞

十
月
の
月
間
賞
に
長
野

市
吉
田
五
-

一
二
-

一

五
､
会
社
員
酒
井
欝
彦
さ

ん
p
y)の
次
の
作
品
を
決

め
ま
し
た
｡

◇

｢介
穫

保険料
凍
椿
で

合
意
｣

〟粟
〟
の
介
辞
が
大
事
な

も
ん
で

-
自
自
公

(長
野
市
･
し
ら
け
<
)

10月 27日 ㈹ (三年 生の 投 書 に 対 する反響 ) 11月 4 日 ㈱
日日日日HHlLLH日日日日‖HHHHHHl日日日日=HHlHHHJHll日日HIHllHlHlHH=HHJH HHI日日I MlllJHl‖HIHllH日日日日日日日日日日日日HHlHlH日日日日11日日日Jlll日日日日日日日日

中
･
高
校
生
の

投
書
増
に
光
明

い
じ
め
や
不
登
校
な

ど
'
学
校
教
育
が
数
え

き
れ
な
い
難
問
を
抱
え

て
､
と
も
す
れ
ば
暗
く

な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

昨
今
で
す
｡
し
か
し
'

こ
の
と
こ
ろ
'

1
つ
の

光
明
を
兄
い
だ
し
た
思

い
で
す
｡

そ
れ
は
最
近
'
本
欄

に
中
学
生
や
高
校
生
の

意
見
が
多
い
こ
と
で

す
｡

｢心
の
時
代
｣
に

入
り
つ
つ
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
｡
康
し
い
思
い

や
り
と
温
か
な
心
が
感

じ
ら
れ
ま
す
｡

10
月
28
日
の
中
学
生

の
投
稿
は

｢初
め
て
知

っ
た
高
齢
者
の
苦
労
｣

も
が
い
つ
か
通
る
道
で

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
し

す
｡
そ
の
立
場
や
心
境

た
｡

｢老
い
｣
は
だ
れ

な
ど
に
思
い
を
寄
せ
て

｢兼
食
器

で給食｣

LJ殿
様
気
分
を

味わえるかナ?
I楢川村の小
学
生

(長野市･百害居
士
)

-
れ
る
若
者
は
'
そ
れ

ほ
ど
多
-
は
な
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
へ
的

確
に
観
察
し
て
く
だ
き

っ
て
い
ま
し
た
｡

寂
し
そ
う
な
お
年
寄

り
も
い
る
中
で
'
こ
の

よ
う
な
温
か
な
患
い
や

り
と
任
し
さ
を
持

っ

て
､
若
者
た
ち
が
こ
れ

か
ら
の
高
齢
化
社
会
を

心
に
掛
け
て
い
て
く
だ

さ
る
中
は
'
本
当
に
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
｡

老
人
の
私
た
ち
も
'

若
者
に
甘
え
る
こ
と
な

く
､
こ
れ
か
ら
の
日
々

を
有
意
義
に
過
ご
す
努

力
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
｡
更
埴
市
樫
山

静
子

ー7

(主
婦
)

介
護
を
考
え
る

中
学
生
に
感
動

来
年
四
月
の
介
護
保

険
制
度
実
施
を
め
ぐ
り

い
ろ
い
ろ
論
議
さ
れ
て

い
る
昨
今
､
20
日
の
本

欄
で

｢社
会
科
授
業
で

介
護
の
プ
ラ
ン
｣
を
読

み
､
ベ
ン
を
と
り
た
く

な
り
ま
し
た
｡

学
校
の
授
業
で

｢高

輪
化
社
会
と
老
人
福

祉
｣
の
勉
強
を
し
た
中

学
生
の
投
稿
で
し
た
｡

将
来
'
自
分
の
親
が
介

護
を
必
要
と
す
る
よ
う

に
な

っ
た
時
､
ど
う
す

る
か
-
､
考
え
た
こ
と

を
書
い
て
い
ま
し
た
｡

在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
方
か
ら
は
へ
理

想
と
し
て
は
在
宅
福
祉

だ
が
'
家
族
が
犠
牲
に

な
ら
な
い
よ
う
に
､
そ

の
家
庭
に
合

っ
た
プ
ラ

ン
を
立
て
る
べ
き
だ
t

と
聞
い
た
そ
う
で
す
｡

lu刺
や

｢盗
難
防
止
策
｣

番
犬
を
飼
う
こ
と
に
し
た

ー
県

警

(中
野
市
二
見
だ
ぬ
き
)

私
が
感
動
し
た

の

は
'
投
稿
者
が
中
学
生

だ

っ
た
か
ら
で
す
｡
自

己
中
心
主
義
か
ら
､
介

護
な
ど
に
関
心
を
示
さ

な
い
よ
う
に
患
え
る
風

潮
の
中
､
今
直
面
し
て

い
る
こ
と
で
も
な
い
の

に
､
高
齢
者
介
集
に
心

を
寄
せ
て
く
れ
る
中
学

生
が
い
る
こ
と
を
う
れ

し
く
息
い
ま
し
た
｡

今
､
学
校
で
は
い
じ

め
､
暴
力
な
ど
嫌
な
こ

と
が
あ
る

1
万
で
'
こ

ん
な
に
優
し
い
中
学
生

の
い
る
こ
と
を
知
り
､

世
の
中
'
ま
だ
ま
だ
捨

て
た
も
の
で
は
な
い
と

思
い
ま
し
た
｡

更
埴
市
久
保

久
子

80

(無
g
)
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